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前村浩二・教授 監事、評議員 
FJCC 資格審査委員会委員、利益相反委員会委
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前村浩二・教授 編集委員 Arteriosclerosis Thrombosis Vascular Biology 

前村浩二・教授 編集委員 Circulation Journal 

前村浩二・教授 編集委員 International Heart Journal  

前村浩二・教授 編集委員 日本時間生物学会誌「時間生物学」 

前村浩二・教授 Advisory Board 日本心臓財団・日本循環器学会刊「心臓」 

前村浩二・教授 編集委員 医学書院「medicina」 

前村浩二・教授 編集アドバイザー メディカルレビュー社「Cardiovascular Frontier」 

前村浩二・教授 編集アドバイザー メディカルレビュー社「Cardio-Renal Diabetes」 

前村浩二・教授 臨床研究部顧問 (財)放射線影響研究所 

前村浩二・教授 研究委員 (財)日本心臓血圧研究振興会 

前村浩二・教授 長崎県支部長 日本高血圧協会 

前村浩二・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県 

前村浩二・教授 急性心筋梗塞検討委員会委員 長崎県 

前村浩二・教授 長崎県保健医療対策協議会企画調整部会委員 長崎県 

前村浩二・教授 長崎西彼区域地域医療構想調整会議委員 長崎県 

前村浩二・教授 日本医師会代議員 日本医師会 

前村浩二・教授 九州医師会連合会委員 長崎県医師会 

前村浩二・教授 長崎県医師会急性心筋梗塞検討委員会委員 長崎県医師会 

前村浩二・教授 長崎大学医師会役員 長崎大学医師会 

前村浩二・教授 長崎市地域医療審議会委員 長崎市 

前村浩二・教授 長崎市地域医療構想策定専門部会委員 長崎市 

前村浩二・教授 地方独立行政法人佐世保市立総合病院及び地

方独立行政法人北松中央病院評価委員会委員 
佐世保市 

河野浩章・准教授 評議員 日本心臓病学会 

河野浩章・准教授 代議員 日本老年医学会 

河野浩章・准教授 幹事 心筋生検研究会 

河野浩章・准教授 世話人 長崎心臓リハビリテーション学会 

河野浩章・准教授 評議員 日本心臓リハビリテーション学会 

河野浩章・准教授 評議員 日本循環器学会九州支部 

河野浩章・准教授 社員 日本循環器学会 

河野浩章・准教授 評議員 日本高血圧学会 

池田聡司・講師 九州地方会代議員 日本老年病学会 

池田聡司・講師 社員、専門医制度委員会委員 日本循環器学会 

池田聡司・講師 評議員 日本循環器学会九州支部 

池田聡司・講師 評議員 日本臨床生理学会 



 
 

                                           

 6 

池田聡司・講師 評議員 日本肺循環学会 

池田聡司・講師 評議員 日本肺高血圧学会 

池田聡司・講師 評議員 国際心血管薬物療法学会（J-ISCP） 

池田聡司・講師 評議員 日本血管生物医学会 

小出優史・講師 地域別教育研修会長崎県運営委員 日本心臓核医学会 

小出優史・講師 評議員 日本循環器学会九州支部 

小出優史・講師 委員 長崎市ストップ CKD ネットワーク会議 

片山敏郎・講師 評議員 日本冠疾患学会 

片山敏郎・講師 九州沖縄支部運営委員 日本心血管インターベンション治療学会 

恒任章・助教 九州地方会運営委員会 日本超音波医学会 

恒任章・助教 代議員、教育委員、男女共同参画委員 日本心エコー図学会 

古賀聖士・助教  九州沖縄支部運営委員 日本心血管インターベンション治療学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

前村浩二・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究 (C)  
心不全における概日リズムの破綻と時間治

療学的観点からの治療 

河野浩章・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
拡張型心筋症の診断における心内膜心筋生

検の有用性の検討 

池田聡司・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

肺高血圧症の早期診断における新規酸化スト

レスマーカーの探索的検討 

古賀聖士・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
α-Klotho の冠動脈プラーク組織性状評価に

おける役割と臨床的意義の解明 

江口正倫・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
 miRNAの膠原病性肺動脈性肺高血圧症のバ

イオマーカとしての有用性と役割の解明 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

小出優史・講師 非常勤学校医 長崎総合科学大学 

小出優史・講師 非常勤学校医 長崎総合科学大学附属高校 

深江学芸・講師 非常勤講師（循環器病学） 長崎市医師会看護学校 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

前村浩二・教授 重症大動脈弁狭窄症

に TAVI 導入 
NHK、NBC、

NIB 長崎新聞、

朝日新聞 

2016 年 
7 月 26 日 
7 月 27 日 

重症大動脈弁狭窄症のカテーテル治療

である TAVI を、当院で 2016 年７月か

ら開始したことをプレスリリースし、各

社が報道した。 

前村浩二・教授 心不全について FM 長崎ラジオ 2016 年 心不全の病態、症状、検査法、治療法、
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メディカル長崎 7 月 29 日 予防法について一般向けに解説した。 

前村浩二・教授 心不全〜危険因子を

減らすことが肝心〜 
朝日新聞 2016 年 

8 月 27 日 
心不全の病態、症状、検査法、治療法、

予防法について一般向けに解説した。 

前村浩二・教授 県内唯一、TAVI 認定

施設 弁置換術が低

侵襲に 

九州医事新報 2016 年 
10 月 20 日 

重症大動脈弁狭窄症のカテーテル治療

である TAVI を、当院で 2016 年７月か

ら開始したことを紹介した。 

小出優史・講師 包括的心不全治療-多
方面からのアプロー

チ- 

西日本新聞 2016 年 1 月

5 日 
心不全治療に治療法について、薬物療

法、非薬物療法両面からの必要性を一般

向けに解説した。 

 


